
 

 

 

 

 

 

 

～募 集 要 領～ 

１． 職務内容 

（１）新 BOP指導員 A 

１ 児童の遊びと生活の指導に関すること。 

２ 児童の安全管理、健康管理に関すること。 

３ 児童の活動状況の把握と家庭への連絡に関すること。 

４ 要配慮児童の指導と関係機関等との連携に関すること。 

５ 職員及び新ＢＯＰ事務局長の職務の補助に関すること。 

６ 前各号に掲げるもののほか、新ＢＯＰ運営に関し、所属長の指示する事項。 

 

（２）新 BOP指導員 B 

１ 児童の遊びと生活の指導に関すること。 

２ 児童の安全管理、健康管理に関すること。 

３ 児童の活動状況の把握と家庭への連絡に関すること。 

４ 要配慮児童の指導に関すること。 

５ 新ＢＯＰ指導員Ａの職務の補助に関すること。 

６ 前各号に掲げるもののほか、新ＢＯＰ運営に関し、所属長の指示する事項。 

 

（３）新 BOP指導員 C 

１ 児童の遊びと生活の指導に関すること。 

２ 児童の安全管理、健康管理に関すること。 

３ 児童の活動状況の把握と家庭への連絡に関すること。 

４ 要配慮児童の指導の補助に関すること。 

５ 新ＢＯＰ指導員Ｂの職務の補助に関すること。 

６ 前各号に掲げるもののほか、新ＢＯＰ運営に関し、所属長の指示する事項。 

 

（４）新 BOP指導員D、S、T 

１ 児童の遊びと生活の指導の補助に関すること。 

２ 児童の安全管理、健康管理の補助に関すること。 

３ 児童の活動状況の把握に関すること。 

４ 新ＢＯＰ指導員Ｃの職務の補助に関すること。 

５ 前各号に掲げるもののほか、新ＢＯＰ運営に関し、所属長の指示する事項。 

 

 

２． 任用期間 

令和８年５月１日以降（原則、各月１日）から令和９年３月３１日まで 

※勤務実績等を考慮し能力実証を行った上で、翌年度に再度の任用をする制度があります。 

 

 

 

世田谷区新ＢＯＰ
ボ ッ プ

指導員(会計年度任用職員)  
※新ＢＯＰとは区立小学校内で実施する、放課後の自由な遊び場（ＢＯＰ）と学童クラブを併せた事業です。 

＜ 令和８年度途中採用 ＞ 



３． 募集区分・応募資格  

（１）新 BOP指導員 A 

次のいずれかに該当する者 

①保育士、教員、社会福祉士等のいずれかの資格を有する者 

②児童福祉施設（児童館、学童クラブ、保育所、障害児福祉施設）において、３年以上職務についた 

経験（ただし、新ＢＯＰ指導員 C/D/S/T及びアルバイト等の期間は除く）を有する者 

 

（２）新 BOP指導員 B 

次のいずれかに該当する者 

①地方厚生局長の指定する児童指導員養成校又は児童福祉専門学校を卒業した者 

②大学の学部で社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学又は体育学を専攻し、卒業した者 

③高校卒業以上の学歴を有し、２年以上児童健全育成事業に従事した者 

④高校卒業以上の学歴を有し、２年以上放課後児童健全育成事業に類似する事業に従事した者で、 

区長が適当と認めた者 

 

（３）新 BOP指導員 C・D・S・T 

次のいずれかに該当する者 

①児童福祉施設（児童館、学童クラブ、保育所、障害児福祉施設）における実習や勤務経験などを 

通じ、子どもとかかわる経験を有する者 

②育児経験を有する者 

 

新 BOP指導員 A・B・C・D・S・T 共通 

※以下の地方公務員法等で選考を受けることができないとされている方は応募できません。 

【地方公務員法第１６条（欠格条項）】 

次の各号のいずれかに該当する者は、条例で定める場合を除くほか、職員となり、又は競争試験若しくは選考を 

受けることができない。  

１ 拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者 

２ 当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 

３ 人事委員会又は公平委員会の委員の職にあって、第６０条から第６３条までに規定する罪を犯し、刑に処せ 

られた者 

４ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張 

する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者  

※ 平成１１年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けている者は受験できません（心神耗弱を原因 

とするもの以外）。 

 
 

世田谷区新ＢＯＰ指導員指導員の業務は、児童と継続的に接する業務であるため、こども性暴力防止法に基

づく認定申請を行う予定です。当区が認定を受けた場合、特定性犯罪の前科がある場合は本職務に従事するこ

とができないため、特定性犯罪の前科がないことを採用条件とし、認定取得後、同法に基づく犯罪事実確認を

行います。また、予め、採用選考の過程において申込書等により、特定性犯罪の前科の有無を確認いたします。 

犯罪事実確認の結果、特定性犯罪の前科があることが確認された場合、確認に必要な手続にご協力いただけ

ず所定の期限までに確認が完了しない場合、または申告内容に重要な経歴の詐称があった場合は、採用内定を

取り消し、若しくは採用しないことがあります。 

 

 

 

 

 

 



４． 勤務場所 

世田谷区立小学校内の新ＢＯＰ（実際の勤務場所は採用事務説明会にてお伝えします。） 

   ※任用期間の途中又は再度任用時に勤務場所が変更となる場合があります。 
 

５． 勤務日数及び勤務時間 

職種 勤務時間 勤務日数 

新 BOP指導員 A 原則 12時 20分～ 

18時 20分 

（1日 6時間）※1 ※2 

原則として月 20日 

〔年間240日（各月 17日

以上、23日以内）〕 

月曜～土曜日のうち、 

週 5日程度※３ 

（シフト制） 

新 BOP指導員 B 

新 BOP指導員 C 

新 BOP指導員D 

原則 13時 20分～ 

17時 20分 

（1日 4時間）※1 ※2 

月 16日 

月曜～土曜日のうち、 

週 4日程度※３ 

（シフト制） 

新 BOP指導員 S 月 12日 

月曜～土曜日のうち、 

週 3日程度※３ 

（シフト制） 

新 BOP指導員 T 月 8日 

月曜～土曜日のうち、 

週 2日程度※３ 

（シフト制） 
※１ 土曜日、夏休み等の学校休業日は、早番（８時１５分～）、中番（１０時１５分～）等のシフトあり。学童クラ 

ブ時間延長利用の申し込み等がある場合、 時間延長（13時 05分～19時 05分）のシフトあり。 

※２ 学童クラブ時間延長利用の申し込み等があり、緊急対応が必要な場合、19時 05分までの勤務とな 

る場合があります。夏休み等の学校休業日は午前中の勤務もあり。（例：早番 8時 15分～、中番 10 

時 15分～等 のシフトあり） 

※３ 祝日、休日及び年末年始を除きます。 

 

６．報酬 

・以下は、令和８年度現在の金額です 

区分 
報酬月額 

（地域手当相当分含む） 
期末手当 勤勉手当 年度での収入 

新 BOP指導員Ａ 224，737円 567，461円 533，750円 ３，798，055円 

新 BOP指導員Ｂ 215，358円 543，779円 511，475円 ３，639，550円 

新 BOP指導員Ｃ 213，411円 538，863円 506，851円 ３，606，646円 

新 BOP指導員Ｄ 112，497円 ２84，055円 267，180円 １，901，199円 

新 BOP指導員Ｓ  84，373円 213，042円 200，386円 １，425，904円 

新 BOP指導員Ｔ 56，248円 - -  ６74，９76円 

・上記とは別に、通勤にかかる費用（月額上限 55,000円）を支給予定です。 

・常勤職員の給与改定に応じて、変更する場合があります。 

・年度での収入額及び期末・勤勉手当の額は、任用期間によって変動する場合があります。 

・新 BOP指導員 A,B,C,D,Sは、一定の要件を満たす場合、期末勤勉手当が支給されます。 

新 BOP指導員Ｔは勤務条件が支給要件に満たないため期末勤勉手当支給対象外です。 

 

 

 



二次元コード 

７．社会保険 

（１）新 BOP指導員 A,B,C 

健康保険（東京都職員共済組合）、厚生年金保険・雇用保険の適用があります。 

（２）新 BOP指導員D,S,T 

健康保険（東京都職員共済組合）・厚生年金保険・雇用保険の対象外となります。 

 

８．休暇 

年次有給休暇その他条例等に規定する休暇等の制度があります。 
   

９．公務災害補償等 

公務災害補償等の適用となります。 

 

10．申込方法 

原則、オンライン（Logoフォーム）で申し込みください。 

URL⇒https://logoform.jp/f/7dALA 
 

11．申込期限・選考日程 

随時受け付けておりますが、申込日によっては希望の採用月に間に合わない場合があります 

（申込は採用希望月の前々月 15日まで）。 

 

例）９月採用を希望する場合 

７月 15日まで 申請受付         ⇒ 一次選考（書類選考）結果通知 

８月上旬       最終選考（面接選考）  ⇒ 最終選考（面接選考）結果通知 

８月中旬       採用事務説明会 

９月 １日     勤務開始 

 

12.その他 

・地方公務員法上の服務に関する規定が適用となり、これに違反した場合には懲戒処分等の対象とな 

ることがあります。 

・法律上の身分は、地方公務員法第２２条の２第１項第１号に基づく一般職の非常勤職員（会計年度任 

用職員）になります。 

・勤務場所は敷地内禁煙です。  

 
 

【問い合わせ先】 世田谷区子ども・若者部児童課児童育成担当 

電話:０３－５４３２－２５８３ 

             住所：〒154-8504 世田谷区世田谷４－２１－２７ （西棟３階３０５番窓口） 

子どもの放課後の遊びを豊かにして

くれる仲間をお待ちしています！ 

(＊)詳しくは、下の二次元コードから 

区の HP をご覧ください。 

https://logoform.jp/f/7dALA

